
写 真 図 版





37

２　遺跡全景（２）（上空北から）

１　遺跡全景（１）（上空北東から）　
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３　基本土層　 ａ　Ａ－Ａ′（南東から）
ｂ　Ｂ－Ｂ′（南西から）
ｃ　Ｃ－Ｃ′（西から）

ｂ

ｃ

ａ
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４　１号住居跡

ｅ

ａ

ｃ

ｄ

ｂ

ａ　完掘全景（西から）� ｂ　断面Ｂ－Ｂ′（東から）
ｃ　カマド全景（西から）� ｄ　カマド焚口断面（西から）
ｅ　カマド煙道断面（南から）�
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５　１号竪穴状遺構（南から）

６　１号木炭窯跡

ａ ｃ

ｂ

ａ　全景（東から）� ｂ　断面Ｂ－Ｂ′（東から）
ｃ　排煙部断面（南から）�
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７　１～３号土坑

８　４号土坑、１・２号焼土遺構

ａ

ｃ ｄ

ｂ

ａ　１号土坑全景（東から）� ｂ　２号土坑全景（西から）
ｃ　３号土坑全景（北東から）� ｄ　３号土坑断面（北東から）

ａ　４号土坑全景（東から）� ｂ　４号土坑土器出土状況（南から）
ｃ　１・２号焼土遺構（北東から）� ｄ　１号焼土遺構（南東から）

ａ

ｃ ｄ

ｂ
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　９　遺構内出土遺物

９－７

14－１10－１

９－１

９－４

９－５

９－１

10－２ 14－２

９－２

９－３
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10　遺構外出土遺物（１）

11　遺構外出土遺物（２）

15－１

15－６

15－５

15－８

15－11

15－９

15－３

15－17 15－18
15－19

15－20
15－2115－16

15－23 15－25 15－27
15－32

15－3315－22

15－28

15－29

15－38

15－30 15－36 15－43 15－31
15－40

15－35

15－37

15－42
15－39

16－８

16－７ 16－２
16－６

16－３
16－10 16－９

16－５ 16－４
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12　遺構外出土遺物（３）

13　遺構外出土遺物（４）

16－11

16－38

16－33

16－18

16－26

16－19

16－27

16－21

16－29

16－23

16－22

16－24

16－30

16－20

16－28

16－12

16－39

16－34

16－13

16－40

16－36

16－14

16－41

16－16

16－45

16－37

17－１

17－21

17－25

17－38

17－９

17－２

17－17

17－28

17－40

17－10 17－13

17－３

17－20

17－29

17－43

17－12
17－11

17－４

17－24

17－36

17－44

17－41

17－15

17－５

17－22

17－37

17－18

17－８

17－23

17－32

17－46

17－19
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14　遺構外出土遺物（５）

15　遺構外出土遺物（６）

18－11

18－14 18－12

18－15

18－17 18－1318－16

18－１

18－９

18－２

18－６

18－７

18－８
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要　　約

　向ノ入山遺跡は、広瀬川左岸の丘陵上に立地する。遺跡は上台館跡の範囲に含まれるが、川俣町が実施し
た確認調査で館跡に伴う遺跡・遺物は発見されず、平安時代の集落跡と推定されたため、新規登録された遺
跡である。
　調査の結果、本遺跡は縄文時代・平安時代・中世の複合遺跡であることが判明した。縄文時代の確実な遺
構は確認できなかったが、土坑の一部は縄文時代に属する可能性がある。遺物は、早期・前期・後期・晩期
の土器・石器が出土している。そのうち調査区北部では、早期中葉の常世式土器を主体とした遺物包含層が
確認された。後晩期の土器は調査区東部から出土する。常世式土器とは出土地点が異なり、その量も少ない。
　古代の遺構としては、竪穴住居跡と竪穴状遺構・土坑がある。竪穴住居跡は、調査区西端の尾根上に立地
し、東辺にカマドが付属している。カマドは、芯石を多用して構築されており、煙道上部には土師器や須恵
器の破片が用いられていた。出土した土師器から、住居跡の年代は、９世紀前半とみられる。竪穴状遺構は、
調査区南東部の尾根上に立地する。４号土坑と重複し、これより新しい。住居跡の可能性が高いが、カマド・
柱穴などの付属施設がないため、竪穴状遺構とした。
　中世以降の遺構・遺物は、木炭窯跡と古銭があげられる。古銭は、住居跡の堆積土から出土した「紹聖元
寶」（初鋳年 1094 年）で、中世以降に遺跡に残されたと考えられる。
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